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Ａ．研究目的 
 新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）をは

じめとする数種の病原性ウイルスについて、

「感染症法に基づく消毒・滅菌の手引き」に

収載されていない消毒・滅菌方法の追加に

必要な情報を得ることを目的とし、新型コ

ロナウイルスに対する不活化効果検証法の

確立と条件に応じた不活化効果検証を行っ

た。 
 
Ｂ．研究方法 
1. 新型コロナウイルスに対する紫外線の不

活化効果検証 
SARS-CoV-2(2019-nCoV/Japan/AI/I-
004/2020)ウイルス液 10ml を準備し、LED ラ

ンプ（265nm、280nm）および紫外線水銀ラン

プ(254nm)を用いて、紫外線を一定時間間隔

で照射後、VeroE6/TMPRSS2 細胞を用い

たプラーク法によりウイルスタイターを測定した。 
 

2. 新型コロナウイルスに対する石鹸の不活

化効果検証 
濃度を段階的に希釈した市販石鹸サンプル

（ 牛 乳 石 鹸 社 製 ミ ル キ ィボ デ ィソ ー プ ） と

SARS-CoV-2 ウイルス液を 9:1 の割合で混合

し、1 分後にサンプル中のウイルスタイターを

プラーク法により測定した。 
 
3. 新型コロナウイルスに対する漆喰シート

製品の不活化効果検証 
 漆喰成分を含むシート製品（株式会社トクヤ

マ製品）の 1cm 径試験片に、新型コロナウイ

ルスのウイルス液 50μl を 10 分間接触後、ウ

イルスタイターをプラーク法より測定した。 
 
4. 新型コロナウイルスに対する酸の不活化

効果検証 
 酢酸、クエン酸、シュウ酸を、水酸化ナトリウ

ムを用いて pH2、pH4、pH6 に調整し、新型

コロナウイルスのウイルス液と 9:1 の割合で混

研究要旨 
本研究では、新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）に対する 265nm 深紫外 LED ラ

ンプ、石鹸、漆喰シート、各種弱酸（酢酸、クエン酸、シュウ酸）による不活化効果

の検証を行った。その結果、LED ランプを用いた 265nm 深紫外照射は 254nm 水銀

ランプと同程度の不活化効果を示すこと、市販石鹸は 1％濃度 1 分後でも不活化効果

がみられること、漆喰成分を含むシート製品に接触 10 分間で検出限界以下まで不活
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不活化条件が示された。 
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合し、1 分後のウイルスタイターをプラーク法に

より測定した。なお、各種酸水溶液とウイルス

液となる細胞培養液との混合により pH に変化

がないことは確認している。 
（倫理面への配慮） 

特記事項なし 

 
Ｃ．研究結果 
1. 新型コロナウイルスに対する紫外線の不

活化効果検証 
265nmLEDランプ照射は5.1mJ/cm2 (24秒

照射)で 99.9％以上の減少を示し、254nm 水

銀ランプ照射と同程度の不活化効果を示した。

また、265nmLED ランプ照射においても、

7.5mJ/cm2（45 秒照射）で 99.8%以上の減少

が示され、265nm および 280nm ランプによ

る不活化効果が確認された（図 1）。 
 

図1 紫外線照射後のウイルスタイター減少度 

 
2. 新型コロナウイルスに対する市販石鹸の

不活化効果検証 
培養細胞に対する石鹸液の細胞毒性のため、

高い濃度だと検出限界高くなってしまうが、

1％希釈石鹸以上の濃度で、99.97％以上の不

活化効果が示され、石鹸液による新型コロナ

ウイルスに対する不活化効果が確認された

（図 2）。 
 

図 2 石鹸液混合後のウイルスタイター 

 
3. 新型コロナウイルスに対する漆喰シート

製品の不活化効果検証 
コントロールに比較し、シート接触後では

ウイルスタイターが検出限界以下となり、

99.98%以上の減少が確認された（図 3）。 
 

図 3 漆喰シート接触後のウイルスタイター 

 

 

4. 新型コロナウイルスに対する酸の不活化

効果検証 
 pH2 において、酢酸、クエン酸では検出限

界以下まで不活化がみられたが、シュウ酸で
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はウイルスタイターの顕著な減少がみられな

かった。pH4 では、酢酸の不活化効果がみら

れたが、クエン酸、シュウ酸ではみられなか

った。一方、pH6 では、いずれの酸も不活化

効果が確認されなかった（図 4）。 
 
図 4 各酸との混合後のウイルスタイター 

 
Ｄ．考察 
紫外線によるウイルス不活化は有効な手

段だが、一般的に用いられる水銀ランプは、

水銀を用いることから環境への影響の懸念

がある。そこで水銀を使用しない LED ラン

プの有用性が注目されている。本研究によ

り波長 265nm 深紫外 LED が、254nm 水

銀ランプと同程度の不活化効果が示された

ことで、安全キャビネットや紫外線滅菌装

置等における LED ランプ利用の根拠とな

る情報提供となった。今後、より実生活に近

い状況での検証として、唾液、体液等中のウ

イルスに対する効果、空間中のウイルスに

対する効果、人体への害が少ない UV-A 等

のより波長の長い紫外線の効果、新型コロ

ナウイルス以外のウイルスに対する効果な

どの検証が有用と考えられた。 

石鹸の検証において、実際の手洗い等では

洗い流す効果が大きいが、家庭等で一般的

に使用される石鹸の新型コロナウイルスに

対する不活化効果が実験的に示されたこと

から、同様の製品を含む石鹸の利用による

有効性を示す情報提供となった。今後は、泡

状にした時の効果、唾液、体液等中のウイル

スに対する効果などの検証が有用と考えら

れる。 
シート状製品のウイルス不活化効果検証

には、抗菌性試験（ISO22196）をウイルス

に置き換えた評価試験（ISO21702）が知ら

れている。しかしながら、抗菌性とウイルス

不活化では意味が大きく異なるため、本研

究による漆喰シートの検証においては、よ

り実生活に近い状況を想定した上で、

ISO21702 にくらべ、少ないウイルス量、数

分間の接触、自然乾燥も含む条件等を含め

た方法を用いて検証を行い、漆喰シートの

ウイルス不活化に対する有効性を示した。

したがって、ISO21702 の方法に限らない

シート状の抗ウイルス効果検証の方法も示

した情報提供となった。 
弱酸（酢酸、クエン酸、シュウ酸）を用い

たウイルス不活化検証の結果、酸の種類と

pH に依存した新型コロナウイルスに対す

る不活化効果が確認された。しかしながら、

興味深いことに、同じ pH でも酸の種類に

より効果が違うことが確認され、酢酸では

効果が期待できるが、シュウ酸では効果が

期待できないことが示唆された。酸による

効果の違いは、単に pH ではなく、エンベ

ロープを構成する脂質への浸透性やウイル

スの構造タンパク質への変性効果に違いが

あることが示唆され、今後の解析が有用と

考えられた。 
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Ｅ．結論 
 本研究により、新型コロナウイルスに対

する 265nm 深紫外 LED による不活化効果、

市販石鹸による不活化効果、漆喰シート製

品による不活化効果、酢酸、クエン酸による

不活化効果が確認され、新型コロナウイル

スの不活化法に関する新たな知見が得られ

た。 
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